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研究課題名 魚介類における マイクロアレイを用いた遺伝子発現情報解析手法の開発DNA

研究の概要等 今までの魚介類の種々の生理・生命現象に関する研究は、個体レベルあるいは細

胞レベルでの現象を観察しているのがほとんどであった。なぜなら、これらの研究

を分子レベルで解明する場合に、道具となる遺伝子がほとんど明らかにされていな

かったためである。そこで、我々は、ヒラメあるいはクルマエビをモデルとして遺

伝子情報を集積するために、種々の細胞・臓器で発現している遺伝子の大規模解析

解析を行ってきた。本研究では、 情報を基にヒラメExpressed sequence tag(EST) EST

およびクルマエビ マイクロアレイを作製し、 稚魚から成魚に至る過程でのcDNA 1)

遺伝子発現変化、 化学物質の刺激による遺伝子発現情報の解析、 環境変化によ2) 3)

る遺伝子発現情報の解析、 微生物感染による遺伝子発現情報の解析等の遺伝子の4)

発現情報について体系的に解析する。本研究で実施するマイクロアレイを用いた研

究は、魚介類の個々の遺伝子研究ではなく、数千種類におよぶ遺伝子の発現情報を

体系的に解析する手法の開発であり、魚介類の生理・生命現象に関するネットワー

クシステムを遺伝子発現レベルで網羅的に研究する手法の開発に繋がる。また、本

研究は、環境アセスメント、生理活性物質、抗菌剤やワクチン等の簡便な評価法の

開発に繋がり、有意義な研究と考えられる。
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研究期間 平成１５年度～１９年度（５年間）

研究経費 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 合計

（１６年度以 千円 千円 千円 千円 千円 千円

17,200 15,900 15,900 15,900 15,900 80,800降は内約額）
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